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【説明者】 荻　・　田畑

●集会では、以下の様な内容を説明しました。

　　１．中津市のごみ事情と課題について

　　２．「ごみの分別」についてのお願い

　　３．「生ごみ減量支援」（キエーロ販売、補助金制度）について

　　４．「雑がみ」「資源プラ」の分別について

　　５．その他の分別（粗大ごみ、リチウム蓄電池内蔵の製品の捨て方等）について

　　６．分別でお困りはありませんか？

●集会中でのQ&A（一部）

Q：コヒー缶や缶詰のふたは取り除くのですか？

A：びん・缶のふたは取り除いてから、出してください。ふたを取り除くことにより、中身が入って

　　いない証明にもなりますので。

Q：点字の紙は、何ごみになるのですか？

A：点字用紙は、リサイクル出来ない用紙に分類されているので、「燃やすごみ」に出してください｡

　　（点字用紙は、熱を加えると膨らむ性質（感熱発泡紙など）で出来ている場合があるため）

●集会中では、多くの質問があり「ごみの分別」について、非常に関心を持たれていました。

ごみ・リサイクルミニ集会　実施報告書

社会福祉協議会（鈴の音）様向け　ごみ・リサイクルミニ集会の実施

7月15日(水)

社会福祉協議会（鈴の音）

教育福祉センター内会議室

11：35～12：15


